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鈴 木 恵 三,長 田 恵 弘
CLINICAL EFFICACY OF T-3262, A NEW QUINOLONE 
COMPOUND, ON URINARY TRACT INFECTION IN 1988
     Keizo  SuzuKI and Yoshihiko NAGATA 
From the Department of Urology, Hiratsuka Municipal Hospital
   A newly developed quinolone compound, T-3262, was administered in the treatment of 36 
cases of urinary tract infection (UTI) between June and August in 1988. Thirteen cases of 
acute uncomplicated cystitis (AUC) were evaluated with the Japanese UTI criteria at a dose of 
300 mg a day for 3 days after the administration of the drug. The clinical efficacy was obtained 
as 92.3%. Twenty two cases of chronic complicated UTI (CC-UTI) were evaluated with the 
criteria, the clinical efficacy rate was 86.4% at a dose of 300-450 mga day for 5 days adminis-
tration. The clinical efficacy judged by doctor in charge was evaluated as effective for 100% 
on AUC and for 90.9% on CC-UTI. Minimum inhibitory concentration (MIC) of new qui-
nolones for clinical strains isolated in the clinical study was compared with that of the strains 
isolated from CC-UTI at our and other institutes in the last two years. There were no signifi-
cant differences in in vitro activity found among the three groups. Comparing the efficacy rate 
on CC-UTI with that of the open trial in Japan in 1987, despite a general tendency for increase 
of resistant strains to new quinolones, a high effectiveness uch as 82.3% in CC-UTI that was almost 
similar to the open trial was achieved. Neither side reactions except for mild and transient gastric 
discomfort in 2 patients nor significant clinical abnormal values were encountered.In conclu-
sion, T-3262 is an effective and useful antimicrobial drug in the treatment of UTI, and its effec-
tiveness is still almost comparable to the result of clinical studies that have been carried out in 
the last two years. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 717-726, 1989)




























も新 しい有 効性の成績を示 し,この成績と数年前の
成績 とを若干の文献的考察か ら比較して検討を行っ
た.













































































TotaI 36(100) 9 27
成 績
1。AUC(Table3～6)
患 者 は いず れ も女 性 で あ る(Table3).全て の症 例
で 治療 後除 菌 され た.1例(症 例No.11)で は 起 炎菌
がP.aeruginesaで,AUCとして は きわ め て珍 しい
例 で あ る が,特 に 基 礎 疾 患 が 認 め られ な か った ので こ
の 範 疇 に 入 れ た,総 合 有 効 率 は13例中12例有 効(全 て
著 効)で92.3%で あ った(Table4).1例の 無 効例 は
E.c・liによ る感 染 で,除 菌 され た もの の 症 状 の残 存
と,膿 尿 が 正 常 化 して い なか った ため の もの で あ る.
分 離 菌 は13例か ら15株 が分 離 され,8株,53.3%が




























Teta1 12 19 5 36
A.U.C.:Acuteunc◎mplicatedcystitis
C.C,C.=働ronicCOtnp1圭ca図cystitis C・C.P.=Chronicco-plicatedpyelonqPhritis
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で,こ れ を合 せ たGPCは5株,33.3%の 分離 頻度
で あ った.起 炎 菌 の主 な 菌種 で あ るE.coliに対 す る
T・3262のMICは,8株 中6株 が ≦0.025μ9!mlで
あ った.こ れ に 対 してS.saProPh/ticus3株に は,
o.025μ9/ml,o.lpt9/ml,o.2μ91mlがそれ ぞれ1株
ず つ で 若 干 ば らつ きが み られ,E.coliに 比 ぺ て 数 管
感 受 性 が 劣 る傾 向で あ った(Table6).しか し これ 等
は 全 て 除 菌 され た.な お 投与 後 出現 菌 は13例す べ て に
認 め られ なか った.
2.CC-UTI(Table7～13)
23例中UTI基 準 で評 価 可 能 例 は22例(症 例No
33は治療 前 の 菌 数 不足 で除 外)で あ った(Table7).
単 独菌 感 染13例,複数 菌 感 染9例 で あ る.1例 の カテ ー
テル 留置 例 は,膀 胱 全 摘 後,腎 疲を 置 い て い る症 例 で
あ る.総 合 有 効 率 は22例中19例,86.4%と極 め て優 れ
た成 績 を 得 た(Table8).有効 の 内容 は 著 効13例,
59.1%,有効6例,27.3%で あ った 。 病 態 群 別 で は,
単 独 菌 感 染群13例中11例に 有 効 で,有 効 率84.6%,複
数 菌 感 染 群9例 中8例 に 有効 で有 効 率88.9%で,双方
の 比較 で有 効 率 に 差 を認 め なか った(Table9).分離
菌 に対 す る除 菌 効 果 は,12菌種32株が 分 離 され,治 療
後 に27株が除 菌 され,除 菌 率84。4%であ った(Table
10).GPCとGNBと の 除菌 率 を比 較 す る と,GPC
で は14株中10株で7L4%,GNBで は18株中17株が除




を示 した株は6株 あり,こ のうち3株,50.0%が除
菌され,感 受性株との間に明らか に差が認 め られた















翌 日に胃部不快のため患者が自分で胃薬 と併用 しなが

























































































































































































































































































































































































































































































剤 に よる異 常 値 を 認 め な か った.
5.最 近3年 闘 の 感 受 性 の 比 較(Fig.1)
1988年の 今 回 のCC-UTIに 対 す る臨床 試 験 か ら分
離 した 細 菌28株で は ≧625μg/m1のMICを 示 した
株 は8株,28.6%で あ った.1987年のopentrialで
































































S巴btOta1 18 17(94.4%) 1



















































は540株中99株,18.3%,1986年の わ れ われ の成 績 で
は64株中5株,7.8%で あ った(Fig.1).Kruskal・
Wallisの検定 では この3年 間 に お け るMICの 累 積
曲線 に 差 が な い こ とが 分 った.
考 察
T・3262の臨 床 第2相 試 験 のUTIに 対 す る成 績 は
1987年の新 薬 シ ンポ ジ ウ ムに お い て詳 細 に 報 じられ て
い る1).これ に よる とAUC139例 に 対 して著 効109
例,78.4%e,有効30例,21.6%oで総 合 有 効 率100%で
あ った.今 回 わ れ わ れ の 成 績 は,UTI基 準 で13例中
12例が 著 効,1例 無 効 で 有効 率92.3%(主治 医判 定 で
はIOOAO)であ った.こ の成 績 は1986年に 行 った わ れ
わ れ の22例に対 す る成 績 と一 致 す る も の で あ る2).
AUCの 起 炎菌 の66.7%はGNBに よる もの で,こ の
うち の80%が 本剤 に強 い 抗 菌 活 性 を 示 すE.coliであ
る.今 回 のAUC13例 の うち8株 がE.celiで,






















































































































































































































































てAUCに 対 して は,既 に報 告1)され て い る よ うに
T・32621日150mg(75mgx2)と して も同 じ よ う
に優れた効果が期待できる,
CC-UTIではUTI基 準で22例評価 した うち!9例,




























































与 量 の 増 加 が 必ず しも有 効 率 上 昇 の 決め 手 に な らな い
のは,今 回 の 例か ら も分 り,基 礎 疾患 と起 炎菌 に よる
こ とが 大 きい こ とを 意 味 して い る,
ニ ューキ ノ ロ ン系 薬 剤 に対 す る耐 性 菌 の検 討 で は ,




(12.5μg/ml)1株で あ った.総 体 的に は,頻 度 と して
28.6%で,1987年度 の全 国 レベ ル の検 討 の540株中99株,
18.3%とあ ま り差 が な く,1986年度 のわ れ わ れ の成 績
との 比較,即 ち64株中5株,7.8%と 比 べ る と数 値 的
に は 今 回の 方 が高 か った.し か し,統 計 学 的 に は 差 が
なか った ・ 従 って,こ の3年 間 で,CC。UTIか ら分
離 した 細 菌 のT・3262に対 す る 感受 性 は,ほ とん ど変
わ りない と考 えて よい.し か し今 回 の検 討 で は,耐 性
菌 の 頻 度 が 高 い と され るP.aeruginosa,s.marcescens,
E.faecalis5)によ る感 染 例 が 少 な く,今 後 こ うした症
例 に 対 して は注 意 深 く治療 に対 処 す る必 要 が あ る.
最 後 に安 全 性 に 対 して は,36例中2例 に 軽 い 胃部不









1988年6月か ら8月 にか け て,36例 のUTIを 対
象 に してT・3262で治療 を 行 い,こ れ ま での 報 告 と比
較 した.
LAUC=13例 に対 して,1日300mg,3日 間投 与
の成 績 は,UTI基 準 で92.3%の有 効 率 を得 た.
2.CC-UTI:23例に治 療 を 行 い,22例 をUTI基
準 で効 果 判 定 した.1日300～450mg,5日 間 投 与 で
86.4%の有効 率 を 得 た.
3.主 治 医 判 定=AUCで100%,CC-UTIで90.9%
の有 効 率 で あ った.
4・ 耐 性 菌 の 頻度:T-3262の治 療 症例 で1986～1988
年 のCC-UTIか ら分 離 した 細 菌 のMICを 検 討 し
た と ころ,統 計 学 的 に 有意 差 が 認 め られ な か った.
5・ 総 合 有効 率 ・上記 期 間 に お け るT-3262の有効 率
の差 を 当 施設 と,全 国施 設 とで 比 較 した.疾 患 の 背景
に よ り差 があ るの で,断 定 は で きな いが,差 が な い も
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(1988年II月2日 迅 速 掲 載)
